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 コロナと熱中症に大騒ぎをしていた夏日から急転直下、暖房機器を引っ張り出す季節になってきま

した。11月 2日からの秋の絵画展で、久し振りに皆さんの力作が楽しみです。 

11月の会報をお届けします。 

 

 

● 9月度月例会報告 

【室内写生会】 

10 月 6日（火）、コトブキヤで室内写生会を実施しました。沢山の豪華な季節の草花を当番の大野

さんが準備してくれました。例によって野田さんにそれぞれの花の名前を教えて貰いました。友禅か

ずら、烏瓜、アケ

ビ、吾亦紅、スス

キ、背高泡立草、

瑠璃玉アザミ、ガ

マズミ、シダ、ト

クサ、ランタナ、

アゲラタムでした。

最後に高木先生に

恒例の一口講評を

していただきまし

た。出席は糸井、

岩下、大野、佐藤

つぎ、白岩、橋本、

野田、成瀬、古園、

本田の 10 人と高

木先生の計 11 人

でした。 
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【野外写生会】 

10月 18日（日）、野外を予定していましたが適当な場所が見当たらず、前回同様、曽根崎産院トレ

ーニングルームと周辺野外での写生にしました。屋内組は豪華な季節の花々、果物、人形など皆さん

それぞれ好みのものを選んで描きました。屋外組も秋日和の絶好の写生環境の下での制作を行いまし

た。全員揃って昼食をした後、しばらくして解散しました。参加は糸井、岩下、佐藤つぎ、白岩、杉田、

曽根崎、中島、橋本、古園、本田の 10人でした。 

 

 

● 11月度月例会の予定（当番：岩下、佐藤つぎ） 

【室内写生会】 

 絵画展開催月のため今月の室内はありません。 

【野外写生会】 

 11月 15日（日）、大分川ダム周辺での野外写生を予定しています。9時 30分に曽根崎産院駐車場 

にお集まりください。分乗して出掛けます。雨天の場合には曽根崎産院トレーニングルームでの室内 

写生にしたいと思います。 

 

● 第 121回絵画展について 

既報の通り、第 121 回絵画展を 11 月 2 日（月）～8 日（日）の 7 日間、アートプラザで開催しま

す。搬入及び搬出に際しては次の注意事項を遵守してください。 

☆ 搬入日時：11月 2日（月）9時 30分 

☆ 作品に目録番号の添付：作品番号を記載した目録原稿を同封しています（会報を Raraで受信 

している方には Raraに掲載しでいます）。この目録の作品番号をハガキ大の紙に明記し、各作 

品の前面にセロテープ等で脱落しないように貼り付けて搬入してください（箱入りで搬入する 

作品については外箱の表面にも貼り付け）。 

☆ 展示作業：展示作業は業者に委託していますが、会場の受付テーブルや椅子の設置については

皆さんのご協力をお願いします。展示順序は目録順に会場の入口壁際から反時計回りに展示し

ます。展示の都合上多少の順番の調整は行います。 

☆ 客員講評日時：初日の PM 3時 30分から仲築間、高木両先生によって全作品の講評を行ってい

ただきます。ご都合のつく方は是非参加してください。 

☆ 懇親会は取り止め：恒例の初日会場内での閉場後の懇親会は今回は取り止めます。 
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☆ 会期中の会場受付当番：会場受付当番は会期中毎日午前と午後それぞれ 2 人ずつ必要です。搬

入時に受付当番の割り付けを行いますので、ご都合のつく方は極力ご協力をお願いします。 

☆ 搬出日時：作品の撤去、搬出：最終日（11/8）の PM 4 時から作品の撤去、会場の後片付けを

全員で行い、搬出を行います。会場の後片付けは業者には委託していませんので、掲示用ボー

ドや受付テーブルや椅子の後片付けについてはご協力をお願いします。 

 

 

  

 

【編集後記】 

 今回の絵画展では、コロナ禍による懸念をしていましたが、出展者数と出品点数共に従来とほぼ同

数の規模で第 121回の絵画展の開催に漕ぎ着くことができました。皆さんのご協力有難うございまし

た。 

CC大分 会報編集事務局 本田久親 


